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　今から70年ほど前の、く
らしのようすを見てみよう。
そのころ、ふつうの家庭で
は、今のように電気製

せ い

品
ひ ん

が
あまりなく、家事は今にく
らべ手間のかかる仕事だっ
た。ごはんはまきを燃

も

やし、
かまどでたいていた。衣

い

類
る い

は手で一まいずつ、あらっ
ていたんだ。

　家の中には、電気やガス
などのエネルギーを使って
動く道具がたくさんあるね。
スイッチひとつで、ごはん
をたいたり、衣類をあらっ
たり、家事の手間を省

は ぶ

いて
くれている。また、暑いと
き、寒いときもエアコンな
どで、すごしやすい環

か ん

境
きょう

を
つくることができるように
なったんだ。

お米をたく
昭和20年代の居

い

間
ま

と台所のようす

現
げんだい

代のキッチンのようす

（１）昔の炊飯 （２）昔の洗濯 （３）昔の風呂焚き

（４）現代の冷暖房

かまど　と　まき
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交通網
も う

の発
は っ

達
た つ

　日本の交通網が発達し始めたのは、戦後の高
こうどけいざいせいちょうき

度経済成長期（1950年代～
1970年代）のころである。1964年（昭和39年）の東京オリンピックに合わせ、
おもな交通網が整

せい

備
び

されていった。東京都と愛
あい

知
ち

県をむすぶ東名高速道路の建
けん

設
せつ

や東海道新
しん

幹
かん

線
せん

の開通（7ページ）により、人や物の移
い

動
どう

がふえた。1960

年代後半ころからは、マイカーを持つ家庭が目立ち、自動車の台数もぐんとふ
えた。今では日本列島を縦

じゅうだん

断する高速道路や新幹線、飛
ひ

行
こう

機
き

などの交通機
き

関
かん

が
大きく発

はっ

展
てん

し、人や物の移動がとても便
べん

利
り

になっている。

（冬）
あたたまる
（夏）
すずむ

衣
い

服
ふ く

を
あらう

おふろに
入る 遊ぶ

東名高速道路が開通（1969年＝昭和44年）

経済成長をへて
電気やガスがふつうの

家庭にいきわたるようになり
くらしは大きく変

かわ

ったんだよ。

むかしにくらべて
どんなところが
便
べん

利
り

になったのかな？

（１）昔の炊飯 （２）昔の洗濯 （３）昔の風呂焚き

（４）現代の冷暖房

（１）昔の炊飯 （２）昔の洗濯 （３）昔の風呂焚き

（４）現代の冷暖房

洗
せん

たく板　と
たらい

ふろがま　と
まき

洗たく機
き

ふろわかし器
き

うちわ

火ばち

竹馬

お手玉

ストーブ

コンピュータゲーム

もしも電気やガスが使えなかったら
どんなくらしになるか考えてみよう。

エアコン

すいはんき
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むかしと今のくらしを
くらべてみよう。
どんなことに気づいたかな？




